




資料１　 市民アンケート結果
１ 調査の概要

※回答数は38.4％で前回と比較し、約6ポイント増となった。

（1）回答者の属性
※回答者の構成比は、50代未満の比較的若い世代の回答が増加した。

（2）世帯型
※回答者の世帯構成は、核家族世帯が若干増え、三世代同居世帯が少し減少した。

（3）舞鶴市の居住年数
※回答者の居住年数は、10年以上居住者が80％以上を占めている。
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（4）性別
※回答者の男女比率は前回と大きく変わらない。

（5）自動車の利用頻度 
※毎日車に乗る人が前回と比較し約4.5ポイント増加している。

（6）職業等
※回答者の職業は前回と大きく変わらない。
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（8）居住地域
※回答者の住居比率はおおむね前回と変わっていない。

（7）舞鶴市以外の居住経験 
※舞鶴市以外の居住経験は前回と大きく変わらない。

１.大都市 （東京及びその周辺都市、 大阪市、 京都市等） に住んだことがある。
２.その他地方都市に住んだことがある 
３.舞鶴市以外に住んだことはない。
回答なし
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２ 身近な環境に対する満足度についておたずねします。
〇満足度が高いのは、市全体では舞鶴湾の美しさが多く、市街地の花や緑がつづいている。また回
答者の居住地域では空気・大気のきれいさであり、静けさが続いている。

〇満足度が低いのは、昆虫や小動物等の多様な生き物の生息状況、川の美しさ、身近な公園や広場
となっている。

〇10年間の変化では、悪くなっていると答えた人は比較的少なく、変化なしと答えた人が全体的
に多くなっている。

３ 環境に配慮した生活の取り組み状況についておたずねします。
〇環境に配慮した生活では、節電（省エネ型製品、LED照明の利用、 エアコンの設定温度の調整
等）に努めるが一番多く、今回新たに質問に加えた「雑紙を分別するなど可燃ごみを減らす取り
組みをする」、「食品ロスを減らす取り組みをする」や「マイバッグ、マイボトル等を使用する」な
ど、ごみ削減の取り組みが多くなっている。

左右82%
上下90%
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４ 環境に関する活動についておたずねします。
〇環境に関する活動では、町内会、子供会、婦人会、老人会等の地域の活動への参加が最も多く、
募金などへの協力が続いている。

〇活動内容では清掃活動が多く、活動参加への理由では、地域の割り当てがだから、が最も多く
なっている。一方、「環境問題を解決するためには、一人ひとりが責任をもって行動すべきだか
ら」と答えた人が前回を上回っており、環境問題への意識の高まりがみられる。 

〇現在環境活動に参加されている人の、他の活動への参加意思については、参加したいと答える人
が多くなっている。

あなたは、環境に関する活動（地球温暖化防止、リサイクル、緑化、自然保護、
自然観察・調査・研究、海洋・河川環境の浄化、まちの美化等）に参加されて
いますか。（複数回答）

（1）あなたが参加されている活動の内容はどのようなものですか。 （複数回答）
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（2）活動に参加されているのはなぜですか。 

（3）今後、他の環境に関する活動にも参加したいと思われますか。 

（複数回答）

５ 環境にやさしいまちづくりを進めるための市民、事業所、
    行政の役割についておたずねします。
〇市民の役割では、資源化や省エネ、ごみを出さない生活が多くなっている。
〇事業所の役割としては、省エネルギー対策や熱の有効利用など、 地球温暖化対策の推進や環境に
配慮した製品や技術を研究・開発への期待が多くなっている。

〇行政の役割は、大気汚染や水質汚濁などの公害対策の強化、 ３Ｒの取り組みの推進のほか、事業
所の環境に配慮した活動、環境にやさしい製品の購入資金の援助などが多くなっている。

環境にやさしいまちづくりを進めるためには、市民、事業所、行政がそれぞれの
役割を担い、かつ連携していくことが必要だといわれていますが、あなたは、
それぞれの役割としてどのようなことが重要であると思われますか。

（1）市民の役割

（2）事業所の役割 
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（3）行政の役割

６ 環境に関する行政施策についておたずねします。
〇環境に関する行政施策について、不法投棄対策の強化（パトロールの実施や監視カメラの設置）、
ポイ捨て、たばこの投げ捨て対策などの不法投棄対策が重要と答える人が多く、各施策について
重要でないと答える人は少ない。

〇市の取組への満足度では、公害対策、地球温暖化対策、不法投棄対策ででは不満が多く、自然保
護・創造、ごみ・リサイクル、都市アメニティでは満足度は高かった。しかし、わからないと答
えた人も多く、自由記述では市が何をしてるのか分からないや、もっとＰＲすべきと書いた人も
あった。

あなたは、舞鶴市の環境に関する行政施策としてどのようなことが重要だと
思われますか。
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資料２　 事業所アンケート結果

１ 貴事業所の概要についておたずねします。
問１． 貴事業所の業種は次のうちどれですか。

問４． 会社全体の従業員は何人ですか。
　　　　（時期により従業員数が異なる場合は、 最も多い時期の人数をお答えください。）

問３．会社全体における貴事業所の位置づけはどのようなものですか。

問２． 貴事業所の従業員は何人ですか。 
　　　　（時期により従業員数が異なる場合は、 最も多い時期の人数をお答えください。）
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２ 環境に配慮した取り組みについておたずねします。
〇事業所における取り組みについては、資源の節約、再利用を実施している事業所が多くなってお
り、地球温暖化防止に係る取り組みでは、省エネの取り組みが多くなっている。

〇再エネ設備の導入や再エネを購入している事業所は少ない。
〇建設業及び製造業、電気・ガス・熱供給・水道業では、約半数の事業所で廃棄物の減量に取り組
んでおり、排水、廃熱を資源として活用している事業所はかなり少ない。

〇環境に配慮した取り組みによるメリットを感じている事業所は４０％程度であり、その中で一番
メリットに感じているのはコストの低減。

〇環境に配慮した取り組みを進めるうえでの課題は「専門的知識が不足している」「コストが高い」
「人材不足」の順に高い。
〇環境マネジメントシステムを導入している事業所は、１割程度となっている。

以下の項目のうち貴事業所の業種に関わりがあると思われる項目について、 
貴事業所における取り組み状況をお答えください。
（該当すると思われる項目に回答）

68



⑬で 「1 取り組んでいる」 に○をされた方におたずねします。
貴事業所では地球温暖化の防止に向けて、 温室効果ガスの排出抑制のために
どのような取り組みをされていますか。
（複数回答）　（構成比は、⑬に①と回答した事業所に基づく）

建設業及び製造業、電気・ガス・熱供給・水道業の方におたずねします。 
次の項目 について、貴事業所における取り組み状況をお答えください。

貴事業所では、 環境に配慮した取り組みを行ったことによるメリットはありましたか。

１、 ２に○をされた方におたずねします。 貴事業所では、どのようなメリットがありましたか。
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貴事業所では、 環境に配慮した取り組みを進めるうえでの課題はありますか。

貴事業所では、 環境に配慮した取り組みをどのような位置づけにされていますか。

貴事業所では、 ※環境マネジメントシステムの認証の取得についてどのように
お考えですか。

（複数回答） 
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３ 環境にやさしいまちづくりを進めるための市民、事業所、
    行政の役割についておたずねします。
〇市民の役割では、省エネ生活の実践、新聞や段ボール等のリサイクル、ゴミを出さない生活が期
待されている。

〇事業所の役割では、省エネ対策や熱利用、３Ｒの取り組み推進、地域の清掃活動等が高くなって
いる。

〇行政の役割では、環境に配慮した活動の支援、３Ｒの取り組みの推進が高くなっている。

環境にやさしいまちづくりを進めるためには、市民、事業所、行政がそれぞれ
役割を担い、かつ連携していくことが必要だといわれていますが、貴事業所と
しては、それぞれの役割としてどのようなことが重要であると思われますか。

（複数回答） 

（１）市民の役割

（２） 事業所の役割
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（３） 行政の役割
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